
【取組内容】 校務DX（GIGA環境を活用し教員の働き方改革につなげる取組）

多度津町立多度津中学校（香川県）【指定校】

様式Ⅰ-４

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

【取組１】Google Chatを利用した職員間連絡の効率化
Google Chatを使うことで、情報共有の効率化とペーパーレス化ができ、

教職職員の負担を軽減できる。学年ごとにスペースを作成し、情報共有や
コミュニケーションを円滑に行っている。全職員向けの連絡は「共同ス
ペース」で、機密性の高い情報はメンバーを限定した限定したスペースで
共有している。

【取組２】共有ドライブで業務の効率化
Google Workspaceスプレッドシートで学年団予定表、通知表の

所見を作成することで、いつでもどこでもアクセスできるようにな
り、必要な情報を探す手間も減った。また最新の資料を常に共有で
きるため、資料の修正や追加が発生しても、再印刷・再配布の必要
がなくなった。県外の公開授業の視察の際にGoogle Workspaceスラ
イドを使用して、研修内容をまとめたものを参加していない教職員
と即時に共有した。

【取組３】公開授業研究会のデジタル指導案活用
町で本事業を受けることにより、教科の公開授業研究会や人

権教育研修会の指導案のペーパーレス化が進んだ。印刷作業が
不要になり、資料の準備時間が大幅に短縮された。職員会議に
つながる分掌の資料も学習支援ソフトで作成し、デジタル化が
進んだことで印刷コストの削減にもつながっている。
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